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この度、2024（令和6）年度の福岡大学病院年報が完成いたしました。本年報では、例年通り、各診療科、部門、セ

ンターの診療実績や活動内容、さらに今後の展望や直面する課題についても記録しております。2024年5月には待望の

福岡大学病院新本館が開院し、より快適で安全な医療環境のもと、患者さんに質の高い医療を提供できる体制が整い

ました。新本館の稼働とともに、当院の病床稼働率も前年度よりやや改善し、着実な前進が見られています。これは、

院内各部門の努力と、地域の医療機関の先生方との密接な連携の賜物であると、心より感謝申し上げます。当院では、

今後もスローガンである「GET715」のもと、入院患者の確保および医療の質の向上に取り組んでまいります。そのた

めには、当院の理念である「あたたかい医療」を実践し、患者さんやご家族はもとより、地域の医療機関の皆様からも

信頼される病院であることが何より重要と考えております。本年報が、病病・病診連携の一助となり、地域医療のさら

なる発展につながることを願ってやみません。今後とも福岡大学病院をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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